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アメリカ労働組合運動と禁商法 (125) ~l 
II 初期?禁酒運動 ポストンの場合
いまのべた労働者の多面性は. 19世紀前半のポ月トンにおける禁酒運動にす






















2) Jil Siegel Dodd，“The Working Classes and the Temperance Movement in Ante-BeUum 
B田ton"， Labor History， VoL 19， Nr_ 4， Fall 1978， pp_ 513~514. 
22 (126) 第 135巻第3号
あたりに問題の核心があるともいえるω。
もちろん禁酒反対派も貯っているはずがない。有名な「縞豚J (“ striped 































アメリカ労働組合運動と禁酒法 (127) 23 
の財産〔ほとんどは邑，000ドノレ未満〕をもつものの比率は，情報提供者グループ
につい亡27%，他のFノレ プにつ小て 9%であった。以上の 2点からいえるこ
とは，情報提供者グノレ プには概して親方職人 (masters)や富裕商人が多く，























































































(the Women' s Christian T emperance U nion，略して WCTU)が，また1893年
10) Ibid.， p. 530 
26 (130) 第 135巷第3号
には酒場反対連盟 (theAnti-SaIloon League)がそれぞれ組織されたことであ
ろう。前者とならんではダロテスタンテイズム教会の絶対禁酒 (temperance





















11) ζこで必要とされる程度目禁酒運動(禁酒党をふくめて〕の歴史についてはI The Encyclo 
vedia Americana， Vul. 22， pp. 638....640の記述で充分であろう。
12) 具体的には1890年0)the Wilson Original Package Actと1913年の theWebb-Kenyon Act 
とであってj 前者は酒類。持ち込まれた時点で持ち込まれた川の法律のそれへ白適用を認め，桂
者は法需に違反することを意図して酒類の州際移送することを禁じたものであるn
























13) アメりカの歴史書は数多Lゆむここでのテ マに即していえば，屯著“ OnlyYesterday"で
知られるジャー ナリストの筆致がもっともぴったりする。フレデリック ルイス アレン著，河
村厚訳『ザ ヒッグ チェンジ一一アメリカ社会U変鶴一一1900'"'"'195C年~ (光和堂， 1979年〉
第2部第1章「アメリカの良心。反抗」と第4章 rl日秩序の小春びより」の一部をみよ。
14) George H. Nash III，“Charles Stelzle: Apostle to Labor "， Labor History， VoJ. 1l~ Nr. 2， 
Spring 1970， p.154 


























15) Ibid.， pp. 158， 159， 161. 1日-163
16) Ibid.， pp. 164-166， 167 





















[1] 第 1の立場 これはゴンバーズや AFLについて，とくに第 1次大戦
前にみられる。ゴγパーズの場合，酒好者でかつ権力の介入を嫌う 7ナーキA
T的性癖もあり，酒のうえの不節制を個人の問題とみたのは当然であろう 1ヘ
17) Nuala McGann Drescher，“ Organized Labor and the Eigllteenth Amendment "， Labor 
History， Vol. 8. Nr. 3， Fall 1967， p.290 なおゴンハ ズの酒好きとアナー キスト的性向につ
いてはゴンハー ズ自伝その他の研究書によって通説化しているが!アナー キズムそのものだった
かは慎重を要する。
30 (134) 第 135巻第3号






意見の一致しがたい問題に AFLを関わらせたくないとの実際的配慮もあ q た
であろう。それは eもあれ AFL~，かかるゴンバーズの立場を了とし，かの
婦人キリ旦卜教禁酒同盟 (WCTU)からの度重なる飲酒反対決議の採択要請に





の酒類製造労働者，製ピン工，桶職!パーテ γダー ， ウェイター，煙草・葉巻
工，音楽家などが禁酒の影響をうける直接間接の当事者であったが，最大の直
接被害者がピーノレ労働者であってみれば，積極的な禁酒反対運動を展開した唯
一の全国組合がピーノレ醸造労働者組合 (the Brewery Workers Union.略し
て BWU)であったことは当然であろう叩。
18) J. A. Robinson's letter to Samuel Gompers. dated the 3rd of September， 1914 ロビンソ
ンの肩書は AFLォー ガナイザー 。なお本論文で直接引用する手紙はすべてウィスコンシシ川歴
史協会の所蔵する AFLPaters， Series 11， Files of the Office of the President. File A， Sa-
muel Gmゆer-sPapers， COIrespondence (micro-film)による。アメリカ皆働史研究にとって同
協会は資料山宝庫だが，その概観については HaroldL. Miller，“LaboI Records at the State 
Historical Society of Wisconsin，" LabOT Histo叩， Vol. 23， Nr. 4， Fall 1982 のような便利な
手引がある。
19) AmericaηFederation 01 Labor， History， Eηcyclopedia， Reference Boo丸GreenwoodPre田，
VoI. 1. p. 339. 
20) Drescher. op. cit. pp. 284-285 ピー ル労働組合が禁酒反対運動にいかに勝むしたかは，組
合員の有権者萱録をチェックし，投票活動に関心を払い， 1914年には反対運動のための特別の部
を設匠したことからも理解できる。
アメリカ型倒岨合運動と禁酒法 (lお) 31 
この BWU の禁酒反対運動について特筆すべきは， それが脱社会主義と























21) John H. M. Laslett. Lahor and the Left. A Study 0/ S，町ialistand Radical 1:ηifluences in 
the American Labor Movement， lBB1~1924. Basic Books， 1970， pp. 11，32'""33，33"-'34， 40 
11"-'15 
22)ιMitchell'g telegram to Samu~] Gompers， dated the 16th of January， 1918 















にあるという o そこで手紙は， もし労働者が争議行為で業者をこのような状態
に追いとめば反逆者とされるのに，役所ならそれができるとはどういうことか
と間い，ゴンパーズが大統領に直言してほしいと訴えている。
[3J 第 4の立場 第3の立場は省くとして釦，労働界全体を禁酒反対運動
に走らせたのは第4の立場であろう。かの BWU も， その禁酒反対運動の展
開にさいしては全国各地に労働組合自由連盟 (the Trades Union Liberty 
24) The Restaurateurs Society's letter to ]. A. Wiggins 
25) The Letter to Samuel Gompe四 byJoseph Proebstle， Genera! Financi:al Secretary of the 
United Brewery and Suft Drink Workers， dated the 18th of January， 1918 すとに前年
BWUは，ソフト・ドリンクその他の縄張りを AFLより得ていた。
26) 第3の立場の証拠は数少ないが，その明白な酬はJ 1919年 6月の AFL大会が当時議会で審議
中のボルステッド禁酒法案の修正〈アルコール吉有量2ま克の弱いピ ルの適用除外〉を決議し，
ゴンパーズ他大会代議員が大挙してワシントンに陳情におもむいた折，上院司法委員会のメンバ
ーにたいしておこなったゴン円ーズの主張であろ七 AFL大会の主張は ;1日目僧働の読に 1
杯のビールを敢む労働者の法的権利」にあったが，ゴンハーズはそれをさらに発展させ，自分の
葉巻工時代の「挨っぽい潤った空気の工場の昼食時<10'拝のピー ル」申時を強調し，工場の昼食
にさいLて軽いビー ルやワインを飲む権利を訴えたりである。 BernardMandel. Samuel GI日n
pers， Thc Antioch Prcss. 1963， p.493をみよ。

























27) DrescheT， op. dt. p. 285 
28) Ibid.， p.287 
29) Ibt"d. p. 288. ただしドレッンャー は，憲法修正措18乗をめくる運動におけるステルズル対ゴ
ンパ ス取引の意義は「明らかではない」と慎重である。

























:30) Ibid.リ pp.290， 291~292. 
31) Samuel Gompers' letter to Representati-ve Richard P. Hobsen， dated the 3Td of Scptem 
ber. 1914. 
32) Drescher， op. cit.， pp. 292--293 






















V・C ・リトノレ議員は 7月 3R付で返事舶をよこし，自分の提案して成立した
33) Mandel，噌 cit.，p. 491. 
34) Ibid.， p.492 重要なことは， この時点ではゴγバー ズはまだ「自分は全 AFLを代表してい
るのでなく，ヱュー ヨー ク州総同盟を代表しているのだ」と形式論をふりまいていたことであろ
う (Drescher，op. c弘， p. 295)。
35) Samuel Gompers' letters to Senators， Representatives and others， dated the 28th of June， 
1918 
36) Representati ve Edward C. Little's letter to Samuel Gompers， dated the 3rd of July， 1918 

















γ ェピキや IWW などの反政府分子に転じるのを防くためにあえていう。国
民が発言や投票の機会もなく一方的に禁酒を押しつけられるのは不当であり，
それは草命的復讐を助長するだけである。ピッツパーグの鉄鋼圧延工も自分に
手紙を寄せ i熔鉱炉で働く労働者からなぜピ ノレを奪うつ 自由は賃金より
も大切であり，現在の労働紛争は IWWや赤色分子のせいではない」 と訴え
37) Representative Edmund Platt's letter回 SamuelGompers， dated the 1st of July， 1918. 
38) Ext阻 ctsfrom Ietters to President Gompers against Prohibition なおこの第1頁には1918
年7月との書き込みがあり，そD年月部分にファイノしされているが， 1919年の手紙D主1粋もさるく
コピー さホてし、る。




ていることであろう (Drescher，op. cit. pp. 四'4~29~め。




さてゴγパースポはか〈訴え， ウィノレソ νも拒否権を発動L.そして 2人とも
敗わ士。




















40) The Encyclopedia Americana， Vol. 28. p. 27. 
41) Drescher， ot. cit.， pp. 281-282. 
42) 対外的に公的立場を表明するには執行評議会は全会一致を必要としたので，熱烈な禁酒論者ノ
38 (142) 第 135巻第3号





このように考えるとしても， AFL の公的反対行動が 1919年におこなわれた
のは遅すぎるという批判はできる州。というのも禁酒運動は突然に生じたもの
でないし， 1909年には禁酒反対の公然化をわざわざ抑えるという動き(コンパ












43) Walter Galenson. The United Brotherhood o[ Carpenters， The First Hundred Years， 
Harvard University Press. 1983， p.165 
44) Drescher， op. cit. p. 299. 




執行評議会の席上話し合おう」というものである (SamuelG皿 .peJ，"!i'l~tter to lohn B. Lennon， 
dated the 3rd of June， 1910)。






















46) ジョン E ライル著z 武田昭二郎訳『ライル判事の手記， 70ポネを捕えろ1 (弘文堂，昭和
37年〉第3輩「禁酒法時代はじまる」。
47) John Hutchinson， The Imterfect Unωn， A History of CorruttIon叩 AmericanTrade 
Unions， E.P. Dutton， 1970， p.116.なお Ibid..pp. 66-68， 88.110~1l3.116~1l7， 121-122， 
142-'4~ をみよ。組合腐敗の最大原因は禁酒にあったという (1bid. ， p. 383)。マー フィー につ
いてはヲイル前掲書の第4章[州議員くずれの恐喝王L もう少し広い生活文11;の角度からみた
ダニ品ル J プアスティ γ著，新川健三郎訳『アメリカ人 大量消費社会D生活と土化』
〈潤出書房新社， 1976年)上巻第8章「サ←ピス機関としての犯罪」もすぐれている。





















48) American Federation of Labor， Hiswry， Encyc[，暗edia，Reference Book， VoI. 1， pp. 306~ 
307; VoL II， Part I1， pp. 1920---1923. なお 般に192年代は繁栄の10年とされ， そのことと
禁酒法時代の法外な価格の閤酒の消費との関係をつい想慢した〈なるも白だが.20年伐の労働者
はきほr豊かFηたわけではないとの主聾もあるn 士とえば FrankStricker，“A田uencef.町
Whom? -Another Look at Prosperity and the Working Classes in the 1920s "， Lahol 
Histo叩.Vo1. 21， Nr. 1， Winter 1983をみよU
49) The telegram from W. S. Woods， Literary Digest's Editor to Gompers， dated the 18th of 
luly， 1922; Gompt:rs' telegram to W. S. Woods， dated the 19th of July， 1922. 
50) Samuel Gompers' letter to Editor， the New York Times， dated the 7th of June. 1923 
51) Samuel Gompers' letter to Mr. J. de Lagerberg， Counsellor of the Royal Swedish Lega-
tion， dated the 29th of J une， 1922 

















52) American Federatio71.ザ Labor，History， Encycwpedia， Reference Book， Vol. III， Part 1， 
pp. 1923--1925.第2次大戦時だけでなく，戦後もずっと禁酒勢力が活動を続けている点は鰐く
ほどである。
